
介介護護保保険険課課

１１ 保保険険給給付付事事業業

被被保保険険者者のの資資格格管管理理

被被保保険険者者台台帳帳はは、、介介護護保保険険シシスステテムムでで管管理理ししてておおりり、、 歳歳にに到到達達ししたた「「第第 号号被被保保険険者者」」、、

歳歳以以上上 歳歳未未満満ののううちち要要介介護護（（支支援援））認認定定者者ででああるる「「第第 号号被被保保険険者者」」、、障障害害者者支支援援施施設設入入所所者者

等等のの「「適適用用除除外外者者」」及及びび他他市市町町村村所所在在施施設設にに入入所所（（入入居居））すするる「「住住所所地地特特例例者者」」をを登登録録ししたた。。

ままたた、、日日次次処処理理ととししてて、、死死亡亡・・転転入入・・転転出出等等にによよるる資資格格のの取取得得・・喪喪失失やや異異動動をを行行いい、、月月次次処処理理

ととししてて 歳歳到到達達者者のの第第 号号資資格格取取得得事事務務をを行行いい、、被被保保険険者者証証をを交交付付ししたた。。

アア 第第 号号被被保保険険者者数数 （（単単位位：：人人））

年年齢齢区区分分 前前年年度度末末現現在在 本本年年度度中中増増 本本年年度度中中減減 本本年年度度末末現現在在

歳歳以以上上 歳歳未未満満

歳歳以以上上 歳歳未未満満

歳歳以以上上

再再掲掲 外外国国人人被被保保険険者者

再再掲掲 住住所所地地特特例例被被保保険険者者

計計

イイ 要要介介護護（（要要支支援援））認認定定者者数数（（令令和和 年年 月月末末現現在在）） （（単単位位：：人人））

区区 分分
要要支支援援 要要支支援援 要要介介護護 要要介介護護 要要介介護護 要要介介護護 要要介介護護

合合計計

第第 号号被被保保険険者者

歳歳以以上上 歳歳未未満満

歳歳以以上上 歳歳未未満満

歳歳以以上上 歳歳未未満満

歳歳以以上上 歳歳未未満満

歳歳以以上上 歳歳未未満満

歳歳以以上上

第第 号号被被保保険険者者

総総 数数

介介護護保保険険料料のの賦賦課課徴徴収収

第第 号号被被保保険険者者のの介介護護保保険険料料をを賦賦課課決決定定しし、、年年次次分分はは 月月にに通通知知書書をを送送付付ししたた。。以以後後のの新新規規資資

格格取取得得者者やや、、資資格格喪喪失失、、所所得得更更正正等等にによよりり保保険険料料がが変変更更ととななっったた者者にに対対ししててはは、、原原則則ととししてて 月月

以以降降のの月月初初めめにに賦賦課課決決定定しし、、通通知知書書をを送送付付ししたた。。

特特別別徴徴収収対対象象者者はは、、偶偶数数月月にに支支給給さされれるる公公的的年年金金かかららのの天天引引ききにによよりり保保険険料料をを徴徴収収ししたた。。

普普通通徴徴収収対対象象者者はは、、 月月（（普普徴徴 期期））かからら翌翌年年 月月（（普普徴徴 期期））ままででにに分分けけてて保保険険料料をを徴徴収収しし、、

必必要要にによよりり随随期期をを設設定定ししたた。。

ななおお、、納納期期限限ままででにに納納付付ががななかかっったたももののにに対対ししててはは、、督督促促状状やや催催告告書書をを送送付付すするるととととももにに、、必必

要要にに応応じじてて財財産産のの差差押押ええをを行行いい、、収収納納率率のの向向上上にに努努めめたた。。

アア 所所得得段段階階別別介介護護保保険険料料

所所得得段段階階 対対 象象 者者

基基準準額額にに

対対すするる

割割合合

介介護護保保険険料料
被被保保険険者者数数

年年 額額 月月額額換換算算

第第 段段階階

生生活活保保護護受受給給者者、、老老齢齢福福祉祉年年金金受受給給者者、、

世世帯帯全全員員がが住住民民税税非非課課税税でで年年金金収収入入等等

がが 万万円円以以下下

基基準準額額

××
円円 円円 人人

第第 段段階階
世世帯帯全全員員がが住住民民税税非非課課税税でで年年金金収収入入等等

がが 万万円円超超 万万円円以以下下

基基準準額額

××
円円 円円 人人

第第 段段階階
世世帯帯全全員員がが住住民民税税非非課課税税でで年年金金収収入入等等

がが 万万円円超超

基基準準額額

××
円円 円円 人人
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第第 段段階階
市市民民税税課課税税世世帯帯ででああるるがが本本人人がが住住民民税税

非非課課税税でで、、年年金金収収入入等等がが 万万円円以以下下

基基準準額額

××
円円 円円 人人

第第 段段階階
市市民民税税課課税税世世帯帯ででああるるがが本本人人がが住住民民税税

非非課課税税でで、、年年金金収収入入等等がが 万万円円超超
基基準準額額 円円 円円 人人

第第 段段階階
本本人人がが住住民民税税課課税税でで、、合合計計所所得得金金額額がが

万万円円未未満満

基基準準額額

××
円円 円円 人人

第第 段段階階
本本人人がが住住民民税税課課税税でで、、前前年年のの合合計計所所得得

金金額額がが 万万円円以以上上 万万円円未未満満

基基準準額額

××
円円 円円 人人

第第 段段階階
本本人人がが住住民民税税課課税税でで、、前前年年のの合合計計所所得得

金金額額がが 万万円円以以上上 万万円円未未満満

基基準準額額

××
円円 円円 人人

第第 段段階階
本本人人がが住住民民税税課課税税でで、、前前年年のの合合計計所所得得

金金額額がが 万万円円以以上上 万万円円未未満満

基基準準額額

××
円円 円円 人人

第第 段段階階
本本人人がが住住民民税税課課税税でで、、前前年年のの合合計計所所得得

金金額額がが 万万円円以以上上 万万円円未未満満

基基準準額額

××
円円 円円 人人

第第 段段階階
本本人人がが住住民民税税課課税税でで、、前前年年のの合合計計所所得得

金金額額がが 万万円円以以上上

基基準準額額

××
円円 円円 人人

※※「「年年金金収収入入等等」」はは、、本本人人のの合合計計所所得得金金額額とと課課税税年年金金収収入入額額のの合合計計ををいいうう。。

※※合合計計所所得得金金額額ににつついいててはは、、税税とと異異ななるる数数値値をを使使用用ししてて計計算算ししてていいるる場場合合ががああるる。。

イイ 介介護護保保険険料料のの収収納納状状況況 （（単単位位：：円円））

区区 分分 調調定定額額 収収入入済済額額
ううちち

還還付付未未済済額額
収収入入率率 不不納納欠欠損損額額 未未収収額額

特特別別徴徴収収 現現年年

普普通通徴徴収収
現現年年

滞滞納納

合合 計計

公公費費にによよるる低低所所得得者者にに対対すするる介介護護保保険険料料のの軽軽減減

消消費費税税増増税税にに伴伴うう保保険険料料のの負負担担をを軽軽減減すするるたためめ、、所所得得段段階階のの第第 段段階階かからら第第 段段階階のの者者をを対対象象

ととししてて、、基基準準額額にに対対すするる割割合合をを減減じじてて保保険険料料をを減減額額ししたた。。

保保険険料料のの減減収収分分はは、、一一般般会会計計かからら介介護護保保険険特特別別会会計計へへのの低低所所得得者者保保険険料料軽軽減減事事業業繰繰入入金金にによよりり

補補填填ししたた。。

所所得得段段階階 軽軽減減前前 軽軽減減後後 公公費費にによよるる軽軽減減額額

第第 段段階階 円円 基基準準額額×× 円円 基基準準額額×× 円円

第第 段段階階 円円 基基準準額額×× 円円 基基準準額額×× 円円

第第 段段階階 円円 基基準準額額×× 円円 基基準準額額×× 円円

保保険険給給付付のの制制限限

要要介介護護（（支支援援））認認定定をを受受けけたた第第 号号被被保保険険者者がが保保険険料料をを 年年以以上上滞滞納納ししたた場場合合にに、、介介護護ササーービビ

ススにに係係るる保保険険給給付付のの制制限限措措置置をを行行っったた。。

保保険険料料滞滞納納期期間間 給給 付付 制制 限限 内内 容容

対対象象者者数数

前前年年度度末末

現現在在

本本年年度度中中 本本年年度度末末

現現在在開開始始 終終了了

年年以以上上 保保険険給給付付のの支支払払方方法法変変更更 人人 人人 人人 人人

年年 かか月月以以上上 保保険険給給付付のの支支払払一一時時差差止止 人人 人人 人人 人人

年年以以上上
納納付付相相談談等等ののああるる

場場合合をを除除くく。。

保保険険給給付付のの減減額額 人人 人人 人人 人人
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介介護護保保険険ササーービビスス受受給給者者数数（（令令和和 年年 月月））

アア 居居宅宅介介護護（（介介護護予予防防））ササーービビスス （（単単位位：：人人））

予予防防給給付付 介介護護給給付付

合合計計要要支支援援 要要支支援援
計計

要要介介護護要要介介護護要要介介護護要要介介護護要要介介護護
計計

第第 号号被被保保険険者者

第第 号号被被保保険険者者

総総 数数

イイ 地地域域密密着着型型（（介介護護予予防防））ササーービビスス （（単単位位：：人人））

予予防防給給付付 介介護護給給付付

合合計計要要支支援援 要要支支援援
計計

要要介介護護要要介介護護要要介介護護要要介介護護要要介介護護
計計

第第 号号被被保保険険者者

第第 号号被被保保険険者者

総総 数数

ウウ 施施設設介介護護ササーービビスス （（単単位位：：人人））

予予防防給給付付 介介護護給給付付

合合計計要要支支援援 要要支支援援
計計

要要介介護護要要介介護護要要介介護護要要介介護護要要介介護護
計計

介介 護護 老老 人人 福福 祉祉 施施 設設

介介 護護 老老 人人 保保 健健 施施 設設

介介護護療療養養型型医医療療施施設設

介介 護護 医医 療療 院院

総総 数数

「「介介護護保保険険負負担担限限度度額額認認定定証証」」のの交交付付

介介護護保保険険施施設設にに入入所所（（院院））又又はは短短期期入入所所すするる場場合合のの食食費費・・居居住住費費等等ににつついいてて、、住住民民税税非非課課税税世世

帯帯ののううちち預預貯貯金金等等がが一一定定以以下下のの者者にに対対ししてて、、利利用用者者負負担担限限度度額額をを決決定定ししてて認認定定証証をを交交付付すするるとととと

ももにに、、特特定定入入所所者者介介護護（（予予防防））ササーービビスス費費をを支支給給ししたた。。

日日当当たたりりのの負負担担限限度度額額

利利用用者者負負担担段段階階区区分分 食食費費 居居住住費費等等
年年度度末末現現在在

認認定定者者数数

第第 段段階階

・・生生活活保保護護受受給給者者

・・本本人人、、世世帯帯全全員員がが住住民民税税非非

課課税税でで老老齢齢福福祉祉年年金金のの受受給給

者者

円円

ユユニニッットト型型個個室室 円円

人人
ユユニニッットト型型個個室室的的多多

床床室室及及びび従従来来型型個個室室

円円

円円

多多床床室室 円円

第第 段段階階

本本人人、、世世帯帯全全員員がが住住民民税税非非課課

税税でで、、前前年年のの合合計計所所得得金金額額＋＋

年年金金収収入入額額がが 万万円円以以下下

円円

短短期期入入所所はは

円円

ユユニニッットト型型個個室室 円円

人人
ユユニニッットト型型個個室室的的多多

床床室室及及びび従従来来型型個個室室

円円

円円

多多床床室室 円円

第第 段段階階

①①

本本人人、、世世帯帯全全員員がが住住民民税税非非課課

税税でで、、前前年年のの合合計計所所得得金金額額＋＋

年年金金収収入入額額がが ～～ 万万円円

円円

短短期期入入所所はは

円円

ユユニニッットト型型個個室室 円円

人人
ユユニニッットト型型個個室室的的多多

床床室室及及びび従従来来型型個個室室

円円

円円

多多床床室室 円円

第第 段段階階

②②

本本人人、、世世帯帯全全員員がが住住民民税税非非課課

税税でで、、前前年年のの合合計計所所得得金金額額＋＋

年年金金収収入入額額がが 万万円円超超

円円

短短期期入入所所はは

円円

第第 段段階階①①とと同同じじ 人人

合合計計 人人

（（ ））内内はは、、介介護護老老人人福福祉祉施施設設とと短短期期入入所所生生活活介介護護をを利利用用ししたた場場合合
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高高額額介介護護（（予予防防））ササーービビスス費費のの支支給給

同同じじ月月にに利利用用ししたた介介護護保保険険ササーービビススのの利利用用者者負負担担をを合合算算（（同同一一世世帯帯内内にに複複数数のの利利用用者者ががいいるる場場

合合はは世世帯帯合合算算））ししてて上上限限額額をを超超ええたた時時にに、、申申請請にによよりり超超ええたた額額をを支支給給ししたた。。

利利用用者者負負担担段段階階区区分分 上上限限月月額額

生生活活保保護護のの受受給給者者 世世帯帯・・個個人人 円円

住住民民税税世世帯帯非非課課税税等等 世世帯帯 円円

合合計計所所得得金金額額及及びび課課税税年年金金収収入入額額のの合合計計がが 万万円円以以下下のの者者 個個人人 円円

一一般般（（住住民民税税課課税税世世帯帯）） 世世帯帯 円円

課課税税所所得得 万万円円以以上上 万万円円未未満満 世世帯帯 円円

課課税税所所得得 万万円円以以上上 万万円円未未満満 世世帯帯 円円

課課税税所所得得 万万円円以以上上 世世帯帯 円円

高高額額医医療療合合算算介介護護（（予予防防））ササーービビスス費費のの支支給給

介介護護保保険険とと医医療療保保険険のの両両方方のの負負担担額額がが高高額額ににななっったた場場合合、、介介護護保保険険とと医医療療保保険険ののそそれれぞぞれれのの限限

度度額額をを適適用用後後、、年年間間（（ 月月かからら翌翌年年 月月ままでで））のの自自己己負負担担額額をを合合算算ししてて限限度度額額をを超超ええたた時時にに、、申申

請請にによよりり超超ええたた額額をを支支給給ししたた。。

利利用用者者負負担担額額のの減減免免

アア 「「訪訪問問介介護護利利用用者者負負担担額額減減額額認認定定証証」」のの交交付付

障障害害者者総総合合支支援援法法にによよるるホホーームムヘヘルルププササーービビススのの利利用用ににおおいいてて、、減減額額のの条条件件にに該該当当すするる者者にに

対対ししてて認認定定証証をを交交付付ししたた（（交交付付者者数数 人人））。。

イイ 「「社社会会福福祉祉法法人人等等利利用用者者負負担担軽軽減減確確認認証証」」のの交交付付

生生計計困困難難者者がが、、社社会会福福祉祉法法人人等等がが提提供供すするる減減免免対対象象ととななるる介介護護保保険険ササーービビススをを利利用用すするる場場合合

ににおおいいてて、、そそのの介介護護ササーービビスス利利用用にに伴伴うう利利用用者者負負担担のの一一部部をを法法人人のの負負担担でで減減免免すするる制制度度をを利利用用

すするる者者にに対対ししてて、、確確認認証証をを交交付付ししたた（（交交付付者者数数 人人））。。

介介護護給給付付費費適適正正化化事事業業

適適切切ななササーービビスス提提供供とと費費用用のの効効率率化化をを図図るるたためめ、、介介護護給給付付費費のの適適正正化化事事業業をを行行っったた。。

アア 要要介介護護認認定定のの適適正正化化

認認定定調調査査のの内内容容ににつついいてて、、認認定定事事務務員員にによよるる点点検検及及びび確確認認をを行行っったた（（ 件件））。。

イイ ケケアアププラランン点点検検

介介護護支支援援専専門門員員がが作作成成ししたたケケアアププラランンのの記記載載内内容容をを点点検検ししたた（（ 件件））。。

ウウ 住住宅宅改改修修等等のの点点検検

住住宅宅改改修修はは、、書書面面点点検検をを行行ううととととももにに、、必必要要にに応応じじてて工工事事内内容容やや施施工工状状況況ににつついいてて現現地地点点

検検をを行行っったた。。ままたた、、福福祉祉用用具具貸貸与与はは、、用用具具のの必必要要性性やや利利用用状状況況等等をを点点検検ししたた（（ 件件））。。

エエ 医医療療情情報報ととのの突突合合・・縦縦覧覧点点検検（（兵兵庫庫県県国国民民健健康康保保険険団団体体連連合合会会へへのの委委託託にによよりり実実施施））

医医療療保保険険のの入入院院情情報報とと介介護護保保険険のの給給付付情情報報をを突突合合しし、、医医療療とと介介護護のの重重複複請請求求をを点点検検ししたた。。まま

たた、、利利用用者者ごごととにに複複数数月月ににままたたががるる介介護護報報酬酬のの支支払払状状況況をを確確認認ししたた。。

オオ 介介護護給給付付費費のの通通知知

介介護護保保険険ササーービビススのの利利用用者者にに対対ししてて、、事事業業所所かかららのの介介護護報報酬酬のの請請求求及及びび費費用用のの給給付付状状況況等等をを

年年 回回送送付付すするるここととでで、、自自らら受受けけてていいるるササーービビススをを改改めめてて確確認認しし、、適適正正なな請請求求にに向向けけたた抑抑制制効効

果果をを図図っったた。。

介介護護保保険険運運営営協協議議会会

介介護護保保険険にに関関すするる施施策策のの企企画画立立案案及及びびそそのの実実施施がが、、介介護護保保険険法法のの目目的的にに基基づづきき円円滑滑かかつつ適適切切にに

行行わわれれるるここととにに資資すするるここととをを目目的的にに、、市市長長のの附附属属機機関関ととししてて三三木木市市介介護護保保険険運運営営協協議議会会をを設設置置しし

たた。。

アア 委委員員のの委委嘱嘱

委委 員員 数数 人人

委委嘱嘱期期間間 令令和和 年年 月月 日日かからら令令和和 年年 月月 日日ままでで
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イイ 協協議議会会のの開開催催

開開 催催 日日 令令和和 年年 月月 日日

場場 所所 市市役役所所 階階特特別別会会議議室室

協協議議事事項項 令令和和 年年度度のの介介護護保保険険事事業業ににつついいてて

令令和和 年年度度のの介介護護保保険険事事業業ににつついいてて

第第 期期介介護護保保険険事事業業計計画画のの策策定定ににつついいてて

「「高高齢齢者者福福祉祉計計画画及及びび第第 期期介介護護保保険険事事業業計計画画」」のの策策定定

高高齢齢者者にに関関すするる保保健健福福祉祉事事業業やや介介護護保保険険制制度度にに関関すするる施施策策をを総総合合的的・・計計画画的的にに推推進進すするるたためめ

にに、、「「三三木木市市高高齢齢者者福福祉祉計計画画・・第第 期期介介護護保保険険事事業業計計画画」」をを策策定定ししたた。。

アア 基基本本理理念念

「「高高齢齢者者がが自自分分ららししくく生生ききががいいをを持持っってて、、住住みみ慣慣れれたた地地域域のの中中でで安安心心ししてて暮暮ららしし続続けけらられれるる

よようう、、みみんんななでで支支ええ合合ううままちちをを目目指指ししまますす」」

イイ 計計画画期期間間

令令和和 年年度度かからら令令和和 年年度度ままでで

ウウ 策策定定のの経経過過

三三木木市市社社会会福福祉祉審審議議会会にに計計画画をを諮諮問問後後、、同同審審議議会会内内にに「「高高齢齢者者福福祉祉計計画画・・介介護護保保険険事事業業計計画画

策策定定検検討討部部会会」」をを立立ちち上上げげたた。。

開開催催日日 場場所所 協協議議事事項項等等

諮諮問問 令令和和 年年 月月 日日 市市役役所所大大会会議議室室 社社会会福福祉祉審審議議会会にに計計画画策策定定をを諮諮問問

第第 回回

検検討討部部会会

令令和和 年年 月月 日日 市市役役所所大大会会議議室室 ・・計計画画策策定定にに向向けけたた国国のの方方針針とと市市のの現現状状

ににつついいてて

・・アアンンケケーートト調調査査のの結結果果ににつついいてて

第第 回回

検検討討部部会会

令令和和 年年 月月 日日 市市役役所所大大会会議議室室 ・・三三木木市市のの高高齢齢者者のの現現状状とと今今後後のの見見通通しし

ににつついいてて

・・計計画画ににおおけけるる取取組組のの方方向向性性ににつついいてて

第第 回回

検検討討部部会会

令令和和 年年 月月 日日 市市役役所所特特別別会会議議室室 計計画画のの素素案案ににつついいてて

答答申申 令令和和 年年 月月 日日 市市役役所所特特別別会会議議室室 社社会会福福祉祉審審議議会会かからら計計画画 案案 をを答答申申

エエ パパブブリリッッククココメメンントトのの実実施施

計計画画ににつついいてて、、市市民民のの意意見見をを反反映映すするるたためめ、、パパブブリリッッククココメメンントトをを募募集集ししたた。。

募募集集期期間間：：令令和和 年年 月月 日日～～令令和和 年年 月月 日日

結結 果果：：意意見見提提出出ななしし

オオ 介介護護保保険険条条例例のの改改正正

本本計計画画にに基基づづきき、、令令和和 年年度度～～ 年年度度のの介介護護保保険険料料（（基基準準月月額額 円円））をを定定めめたた条条例例改改正正

案案をを、、令令和和 年年 月月議議会会にに上上程程しし、、可可決決さされれたた。。

２２ 認認定定審審査査事事業業

要要介介護護認認定定事事業業

要要介介護護認認定定申申請請にによよりり、、訪訪問問調調査査やや主主治治医医意意見見書書をを基基にに介介護護認認定定審審査査会会をを開開催催しし、、審審査査判判定定をを

行行っったた。。

アア 介介護護認認定定審審査査会会

・・委委 員員 数数 人人（（内内訳訳：：医医療療関関係係 人人、、保保健健関関係係 人人、、福福祉祉関関係係 人人））

・・合合議議体体数数 合合議議体体

・・開開催催回回数数 回回（（原原則則、、毎毎週週火火曜曜日日及及びび木木曜曜日日））

・・審審査査件件数数 回回当当たたりり ～～ 件件

イイ 要要介介護護認認定定判判定定状状況況

・・新新 規規 件件（（月月平平均均 件件））

・・更更 新新 件件（（月月平平均均 件件））
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・・変変 更更 件件（（月月平平均均 件件））

・・合合 計計 件件（（月月平平均均 件件））

ウウ 介介護護認認定定調調査査件件数数

・・市市 調調 査査 件件（（月月平平均均 件件））

・・委委託託調調査査 件件（（月月平平均均 件件））

・・合合 計計 件件（（月月平平均均 件件））

エエ 主主治治医医意意見見書書作作成成件件数数

・・新新 規規 件件（（月月平平均均 件件））

・・継継 続続 件件（（月月平平均均 件件））

・・合合 計計 件件（（月月平平均均 件件））

居居宅宅介介護護（（介介護護予予防防））住住宅宅改改修修費費給給付付状状況況

要要介介護護認認定定又又はは要要支支援援認認定定をを受受けけたた者者がが自自宅宅でで安安全全にに生生活活ででききるるよよううにに、、手手すすりりのの取取付付けけ、、段段

差差のの解解消消ななどどのの小小規規模模なな家家屋屋のの改改修修をを行行っったた場場合合にに、、改改修修費費用用のの一一部部をを給給付付ししたた（（対対象象工工事事額額（（上上

限限 万万円円））にに対対ししてて、、利利用用者者負負担担割割合合にに応応じじてて 割割～～ 割割をを介介護護保保険険かからら給給付付））。。

改改修修内内容容内内訳訳（（件件）） 合合 計計
保保険険給給付付額額

（（円円））
手手摺摺

取取付付

段段差差

解解消消

床床材材

変変更更

扉扉

取取替替

便便器器

取取替替

件件数数

（（件件））

工工事事費費用用

（（円円））

左左ののううちち

対対象象額額（（円円））

（（ 件件のの申申請請でで複複数数のの改改修修をを行行ううここととががああるるたためめ、、内内訳訳のの計計とと合合計計件件数数はは一一致致ししなないい。。））

居居宅宅介介護護（（介介護護予予防防））福福祉祉用用具具購購入入費費給給付付状状況況

要要介介護護認認定定又又はは要要支支援援認認定定をを受受けけたた者者がが自自宅宅でで安安全全にに生生活活すするるたためめにに必必要要ととななるる腰腰掛掛便便座座、、入入

浴浴補補助助用用具具ななどどのの福福祉祉用用具具をを購購入入ししたた場場合合にに、、購購入入費費用用のの一一部部をを給給付付ししたた（（購購入入額額（（上上限限 万万

円円））にに対対ししてて、、利利用用者者負負担担割割合合にに応応じじてて 割割～～ 割割をを介介護護保保険険かからら給給付付））。。

福福祉祉用用具具内内訳訳（（件件）） 合合 計計

保保険険給給付付額額

（（円円））腰腰掛掛便便座座

自自動動排排泄泄

処処理理装装置置

のの 交交 換換

可可能能部部品品

入入浴浴補補助助

用用具具
簡簡易易浴浴槽槽

移移動動用用

リリフフトト

つつりり具具

件件数数

（（件件））

購購入入費費用用

（（円円））

左左ののううちち

対対 象象 額額

（（円円））

（（ 件件のの申申請請でで複複数数のの購購入入をを行行ううここととががああるるたためめ、、内内訳訳のの計計とと合合計計件件数数はは一一致致ししなないい。。））

住住宅宅改改造造助助成成事事業業

要要介介護護認認定定又又はは要要支支援援認認定定をを受受けけたた者者がが住住みみ慣慣れれたた家家でで自自立立ししたた生生活活をを送送るるたためめににババリリアアフフリリ

ーー化化のの改改造造をを行行っったた場場合合にに、、工工事事費費用用のの一一部部をを助助成成ししたた。。

アア 対対象象世世帯帯

要要介介護護認認定定又又はは要要支支援援認認定定をを受受けけたた者者がが属属ししてていいるる市市内内にに居居住住すするる世世帯帯（（原原則則ととししてて公公営営住住

宅宅にに居居住住すするる世世帯帯をを除除くく。。））ででああっってて、、次次ののいいずずれれににもも該該当当すするる場場合合

（（アア）） 生生計計中中心心者者がが当当該該年年度度分分市市民民税税非非課課税税世世帯帯又又はは所所得得等等がが一一定定以以下下のの世世帯帯ででああるるこことと。。

（（イイ）） ここのの助助成成をを受受けけたたここととががなないいこことと。。

イイ 助助成成対対象象

手手すすりりのの取取付付けけ、、段段差差のの解解消消、、引引きき戸戸へへのの取取替替ええななどどのの工工事事

ウウ 助助 成成 率率

市市民民税税非非課課税税 市市民民税税均均等等割割課課税税 市市民民税税所所得得割割課課税税 所所得得税税課課税税

（（所所得得制制限限：： 円円（（生生計計中中心心者者））））
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エエ 助助成成実実績績

工工事事箇箇所所内内訳訳（（件件）） 合合 計計

助助 成成 額額

（（円円））
浴浴 槽槽

洗洗面面所所
便便所所 玄玄関関

廊廊下下・・

階階段段
居居室室 台台所所

件件数数

（（件件））

工工事事費費用用

（（円円））

左左ののううちち

対対 象象 額額

（（円円））

（（ 件件のの申申請請でで複複数数のの工工事事をを行行ううここととががああるるたためめ、、内内訳訳のの計計とと合合計計件件数数はは一一致致ししなないい。。））

介介護護福福祉祉士士資資格格取取得得支支援援事事業業

介介護護職職員員のの資資質質向向上上及及びび人人材材育育成成をを図図るるたためめ、、介介護護福福祉祉士士資資格格のの取取得得にに要要すするる費費用用のの一一部部をを助助

成成ししたた。。

アア 対対 象象 者者

次次のの要要件件ををすすべべてて満満たたすす者者

（（アア）） 市市内内のの介介護護施施設設等等でで勤勤務務しし、、今今後後もも同同施施設設でで継継続続ししてて働働くく意意思思ががああるるこことと。。

（（イイ）） 介介護護福福祉祉士士のの受受験験資資格格ががあありり、、助助成成年年度度にに試試験験のの申申込込みみををししてていいるるこことと。。

（（ウウ）） 市市税税をを滞滞納納ししてていいなないいこことと。。

イイ 助助成成対対象象 介介護護実実務務者者研研修修のの受受講講料料及及びび国国家家試試験験受受験験料料

ウウ 助助 成成 率率 分分のの （（上上限限額額 円円））

エエ 補補助助実実績績 助助成成人人数数：： 人人、、助助成成額額：： 円円

介介護護保保険険事事業業所所のの指指定定業業務務

介介護護保保険険法法及及びび三三木木市市指指定定地地域域密密着着型型ササーービビスス事事業業所所及及びび指指定定地地域域密密着着型型介介護護予予防防ササーービビスス事事

業業所所のの指指定定等等にに関関すするる規規則則にに基基づづきき、、介介護護保保険険事事業業所所のの新新規規指指定定又又はは指指定定更更新新をを行行っったた。。

アア 新新規規指指定定

ササーービビスス種種別別 事事業業所所名名 指指定定年年月月日日 有有効効期期限限

地地域域密密着着型型通通所所介介護護 デデイイササーービビススセセンンタターー悠悠々々

地地域域密密着着型型通通所所介介護護 デデイイササーービビススセセンンタターーササンンフフォォレレススタタ

イイ 指指定定更更新新

ササーービビスス種種別別 事事業業所所名名 指指定定年年月月日日 有有効効期期限限

認認知知症症対対応応型型共共同同生生活活介介護護 ググルルーーププホホーームムゆゆううわわのの家家

地地域域密密着着型型通通所所介介護護 トトラライイ

地地域域密密着着型型通通所所介介護護 デデイイササーービビススああいいむむ

介介護護保保険険事事業業所所のの運運営営指指導導業業務務

介介護護給給付付費費等等対対象象ササーービビススのの質質のの確確保保及及びび保保険険給給付付のの適適正正化化をを図図るるここととをを目目的的ととししてて、、介介護護

保保険険法法のの規規定定にに基基づづきき、、計計画画にに則則っったた介介護護保保険険事事業業所所をを対対象象にに運運営営指指導導をを行行っったた。。

アア 地地域域密密着着型型ササーービビスス事事業業所所

実実施施日日 ササーービビスス種種別別 事事業業所所名名

地地域域密密着着型型通通所所介介護護 デデイイササーービビスス和和

イイ 居居宅宅介介護護支支援援事事業業所所

実実施施日日 ササーービビスス種種別別 事事業業所所名名

～～ 居居宅宅介介護護支支援援 指指定定居居宅宅介介護護支支援援事事業業所所ささくくらら介介護護セセンンタターー

居居宅宅介介護護支支援援 在在宅宅介介護護支支援援セセンンタターー口口吉吉川川

居居宅宅介介護護支支援援 在在宅宅介介護護支支援援セセンンタターー自自由由がが丘丘

居居宅宅介介護護支支援援 ググリリーーンンホホーームム三三木木居居宅宅介介護護支支援援事事業業所所

居居宅宅介介護護支支援援 介介護護セセンンタターーははっっぴぴいい

居居宅宅介介護護支支援援 三三木木山山陽陽病病院院居居宅宅介介護護支支援援事事業業所所

居居宅宅介介護護支支援援 みみきき在在宅宅介介護護応応援援事事業業所所太太鼓鼓判判
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ウウ 県県管管轄轄介介護護保保険険ササーービビスス事事業業所所

実実施施日日 ササーービビスス種種別別 事事業業所所名名

訪訪問問看看護護 デデイイジジーー訪訪問問看看護護スステテーーシショョンン

訪訪問問介介護護 ポポリリーーラライイフフケケアアササーービビスス有有限限会会社社緑緑がが丘丘営営業業所所

訪訪問問看看護護 訪訪問問看看護護スステテーーシショョンンけけんんたた

訪訪問問介介護護、、福福祉祉用用具具貸貸与与、、特特定定福福祉祉用用具具販販売売 ケケアアセセンンタターーみみきき

訪訪問問介介護護 ヘヘルルパパーースステテーーシショョンンざざくくろろ

介介護護老老人人保保健健施施設設 介介護護老老人人保保健健施施設設セセンントトククリリスストトフファァーーズズホホーームム

介介護護老老人人福福祉祉施施設設 特特別別養養護護老老人人ホホーームムみみずずきき

介介護護老老人人保保健健施施設設 介介護護老老人人保保健健施施設設ササンンビビララ三三木木

訪訪問問看看護護 みみききややまま訪訪問問看看護護スステテーーシショョンン

訪訪問問介介護護 みみききややまま訪訪問問介介護護スステテーーシショョンンミミンントト

通通所所介介護護 ししゅゅううららくく苑苑デデイイササーービビススセセンンタターー

訪訪問問看看護護 訪訪問問看看護護スステテーーシショョンン松松風風

訪訪問問介介護護 太太陽陽とと月月のの家家

介介護護保保険険事事業業者者集集団団指指導導事事業業

適適正正なな介介護護保保険険事事業業運運営営のの確確保保をを目目的的ととししてて、、介介護護保保険険事事業業者者ににおおけけるる法法令令遵遵守守、、報報酬酬改改定定やや

主主なな届届出出、、実実地地指指導導ででのの留留意意事事項項ににつついいててのの集集団団指指導導（（説説明明会会））をを実実施施ししたた。。

実実施施日日時時 令令和和 年年 月月 日日～～ 月月 日日

実実施施方方法法 動動画画配配信信形形式式

対対 象象 者者 三三木木市市指指定定地地域域密密着着型型ササーービビスス事事業業者者及及びび居居宅宅介介護護支支援援事事業業者者（（ 事事業業者者））

認認定定調調査査員員研研修修

認認定定調調査査にに従従事事すするる者者がが、、要要介介護護認認定定及及びび要要支支援援認認定定ににおおけけるる公公平平・・公公正正かかつつ適適切切なな認認定定調調査査

をを実実施施すするるたためめ、、必必要要なな知知識識、、技技術術をを習習得得すするるここととをを目目的的ととししてて研研修修をを実実施施ししたた。。

実実施施日日時時 令令和和 年年 月月 日日、、令令和和 年年 月月 日日

対対 象象 者者 市市内内居居宅宅介介護護支支援援事事業業者者等等にに従従事事すするる介介護護支支援援専専門門員員

市市立立デデイイササーービビススセセンンタターー等等のの管管理理

在在宅宅のの高高齢齢者者のの心心身身機機能能のの維維持持向向上上、、高高齢齢者者のの介介護護等等のの相相談談へへのの総総合合的的なな対対応応等等をを目目的的ととししてて

設設置置ししたた市市立立デデイイササーービビススセセンンタターー及及びび市市立立在在宅宅介介護護支支援援セセンンタターー（（７７施施設設））ににつついいてて、、指指定定管管

理理をを行行っったた。。

アア 期期 間間 令令和和 年年 月月 日日～～令令和和 年年 月月 日日（（ 年年間間））

イイ 指指定定管管理理者者 三三木木市市社社会会福福祉祉協協議議会会

ウウ 指指定定管管理理料料 円円（（令令和和 年年度度））

エエ 施施 設設 改改 修修

（（アア）） 外外壁壁補補修修、、塗塗装装工工事事（（デデイイササーービビススセセンンタターー三三木木東東）） 円円

（（イイ）） 照照明明器器具具のの 取取替替工工事事（（デデイイササーービビススセセンンタターー三三木木南南）） 円円

介介護護施施設設のの整整備備へへのの補補助助

アア 地地域域介介護護拠拠点点整整備備費費補補助助金金

三三木木市市介介護護保保険険事事業業計計画画にに基基づづきき施施設設等等をを整整備備すするる事事業業者者にに対対しし、、そそのの整整備備にに要要すするる費費用用のの

一一部部をを補補助助ししたた。。

（（アア）） 対対象象事事業業者者 社社会会福福祉祉法法人人、、医医療療法法人人等等

（（イイ）） 対対 象象 事事 業業 地地域域密密着着型型ササーービビスス施施設設等等のの整整備備、、介介護護施施設設等等のの施施設設開開設設準準備備等等

（（ウウ）） 助助 成成 額額 基基準準額額内内のの実実額額

（（エエ）） 補補 助助 実実 績績

対対象象事事業業者者 アアイイビビーーメメデディィカカルル株株式式会会社社
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補補助助内内容容

・・三三木木すすみみれれ看看護護小小規規模模多多機機能能型型居居宅宅介介護護のの整整備備 円円

・・三三木木すすみみれれ定定期期巡巡回回・・随随時時対対応応型型訪訪問問介介護護看看護護のの整整備備 円円

・・三三木木すすみみれれ看看護護小小規規模模多多機機能能型型居居宅宅介介護護のの開開設設準準備備 円円

・・三三木木すすみみれれ定定期期巡巡回回・・随随時時対対応応型型訪訪問問介介護護看看護護のの開開設設準準備備 円円

合合 計計 円円

イイ 地地域域介介護護・・福福祉祉空空間間整整備備等等補補助助金金

防防災災・・減減災災等等をを目目的的ととししたた計計画画にに基基づづきき実実施施すするる施施設設及及びび設設備備等等のの整整備備をを行行うう事事業業者者にに対対しし、、

そそのの整整備備にに要要すするる費費用用をを補補助助ししたた。。

（（アア）） 対対象象事事業業者者 防防災災、、減減災災等等をを目目的的ととししたた施施設設等等のの整整備備をを行行うう事事業業者者

（（イイ）） 対対 象象 事事 業業 防防災災、、減減災災等等にに資資すするる整整備備、、大大規規模模修修繕繕等等

（（ウウ）） 助助 成成 額額 基基準準額額内内のの実実額額

（（エエ）） 補補 助助 実実 績績

対対象象事事業業者者 ググルルーーププホホーームムゆゆううわわのの家家（（冷冷暖暖房房設設備備更更新新工工事事）） 補補助助金金額額 円円

３３ 介介護護予予防防事事業業

介介護護予予防防・・日日常常生生活活支支援援総総合合事事業業

住住みみ慣慣れれたた地地域域ででいいつつままででもも元元気気でで自自立立ししたた生生活活をを送送るるここととががででききるるよようう、、高高齢齢者者のの日日常常生生活活

のの支支援援 介介護護予予防防・・生生活活支支援援ササーービビスス やや介介護護予予防防のの推推進進をを行行っったた。。

アア 介介護護予予防防・・生生活活支支援援ササーービビスス事事業業

要要支支援援認認定定をを受受けけたた者者、、基基本本チチェェッッククリリスストト該該当当者者（（事事業業対対象象者者））をを対対象象にに、、自自立立支支援援をを目目

指指ししたた生生活活支支援援ササーービビススをを提提供供ししたた。。

（（アア）） 訪訪問問型型ササーービビスス（（従従前前相相当当・・緩緩和和））

訪訪問問ササーービビスス事事業業者者がが、、要要支支援援者者等等にに対対ししてて掃掃除除等等のの家家事事をを中中心心にに生生活活支支援援をを行行っったた。。

利利用用件件数数 延延利利用用回回数数

年年間間合合計計 月月平平均均 年年間間合合計計 月月平平均均

従従前前相相当当 件件 件件 回回 回回

緩緩和和 件件 件件 回回 回回

合合計計 件件 件件 回回 回回

（（イイ）） 通通所所型型ササーービビスス（（従従前前相相当当））

通通所所ササーービビスス事事業業者者がが、、要要支支援援者者にに対対ししてて交交流流・・運運動動・・入入浴浴等等のの支支援援をを行行っったた。。

利利用用件件数数 延延利利用用回回数数

年年間間合合計計 月月平平均均 年年間間合合計計 月月平平均均

従従前前相相当当 件件 件件 回回 回回

（（ウウ）） そそのの他他生生活活支支援援ササーービビスス

栄栄養養改改善善やや見見守守りりをを目目的的ととししたた配配食食ササーービビススをを委委託託にによよりり行行っったた。。

・・利利 用用 実実 人人 数数 人人

・・年年間間延延利利用用数数 食食

（（エエ）） 介介護護予予防防ケケアアママネネジジメメンントト

介介護護予予防防・・生生活活支支援援ササーービビススののみみをを利利用用すするる利利用用者者にに対対ししてて、、地地域域包包括括支支援援セセンンタターーがが

ケケアアププラランンをを作作成成ししたた。。

・・実実 施施 件件 数数 件件（（月月平平均均：： 件件））

（（オオ）） 家家事事ヘヘルルパパーー養養成成研研修修

訪訪問問型型ササーービビススをを行行うう家家事事ヘヘルルパパーーをを養養成成すするるたためめ、、「「みみっっききぃぃ☆☆家家事事ヘヘルルパパーー（（兵兵庫庫県県

介介護護予予防防・・生生活活支支援援員員））養養成成研研修修」」をを、、生生活活協協同同組組合合ココーーププここううべべへへのの委委託託にによよりり開開催催しし

たた。。

・・実実施施時時期期 令令和和 年年 月月 日日～～ 月月 日日ののううちち 日日
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・・参参加加人人数数 人人

イイ 一一般般介介護護予予防防事事業業

高高齢齢者者がが要要介介護護状状態態ににななららなないいよよううににすするるたためめ、、地地域域住住民民がが主主体体ととななっってて実実施施すするる「「みみっっきき

ぃぃ☆☆いいききいいきき体体操操自自主主教教室室」」にによよりり、、介介護護予予防防にに取取りり組組んんだだ。。

みみっっききぃぃ☆☆いいききいいきき体体操操自自主主教教室室（（令令和和 年年 月月末末））

・・教教室室数数 市市内内 教教室室

・・体体操操参参加加（（登登録録））者者 人人

（（アア）） 介介護護予予防防普普及及啓啓発発事事業業

事事 業業 名名 回回数数（（回回）） 参参加加延延人人数数（（人人））

転転倒倒骨骨折折予予防防教教室室

地地域域介介護護予予防防教教室室

介介護護予予防防講講座座

健健康康ププーールル運運動動指指導導

トトレレーーニニンンググルルーームム運運動動指指導導

高高齢齢者者屋屋内内ププーールル利利用用助助成成

（（イイ）） 地地域域介介護護予予防防活活動動支支援援事事業業

事事 業業 名名 回回数数（（回回）） 参参加加延延人人数数（（人人））

みみっっききぃぃ☆☆いいききいいきき体体操操自自主主教教室室育育成成事事業業

みみっっききぃぃ☆☆いいききいいきき体体操操自自主主教教室室支支援援事事業業

自自主主教教室室ににおおけけるる運運動動機機能能測測定定

みみっっききぃぃ☆☆いいききいいきき体体操操自自主主教教室室代代表表者者会会

みみっっききぃぃ☆☆いいききいいきき体体操操ササポポーータターー研研修修会会

高高齢齢者者ボボラランンテティィアアポポイインントト事事業業

（（ウウ）） 介介護護予予防防把把握握事事業業

みみっっききぃぃ☆☆いいききいいきき体体操操自自主主教教室室ににおおいいてて、、フフレレイイルルチチェェッッククをを実実施施しし、、生生活活機機能能のの低低下下

ががみみらられれるる高高齢齢者者をを把把握握ししたた。。

年年 齢齢 ～～ 歳歳 ～～ 歳歳 ～～ 歳歳 ～～ 歳歳 歳歳以以上上 計計

人人 数数 人人 人人 人人 人人 人人 人人

（（エエ）） 地地域域リリハハビビリリテテーーシショョンン活活動動支支援援事事業業

フフレレイイルルやや、、転転倒倒骨骨折折ののおおそそれれががああるる者者にに対対ししてて、、 かか月月間間のの短短期期集集中中教教室室のの「「みみっっききぃぃ

☆☆いいききいいきき体体操操ププララスス」」をを開開催催ししたた。。

開開催催時時期期 令令和和 年年 月月 日日～～令令和和 年年 月月 日日（（週週 回回、、 回回開開催催））

場場 所所 青青山山公公民民館館

参参加加人人数数 人人

ままたた、、みみっっききぃぃ☆☆いいききいいきき体体操操自自主主教教室室やや健健康康ミミニニフフェェススタタななどどでで、、体体組組成成測測定定ややフフレレイイ

ルル予予防防ななどどにに関関すするる個個別別相相談談をを実実施施ししたた。。

実実施施回回数数 回回

参参加加人人数数 人人

ウウ 生生活活支支援援体体制制整整備備事事業業

住住民民をを主主体体ととししててささままざざままなな取取りり組組みみをを一一緒緒にに協協議議ししななががらら地地域域づづくくりりをを行行ううここととをを目目的的とと

ししてて市市内内のの小小圏圏域域（（ 地地区区））ののううちち 地地区区にに設設置置さされれてていいるる第第 層層協協議議体体にに、、三三木木市市社社会会福福祉祉

協協議議会会へへのの委委託託にによよりり「「第第 層層生生活活支支援援ココーーデディィネネーータターー」」をを 名名配配置置しし、、地地域域づづくくりりをを支支援援

ししたた。。

ままたた、、市市内内全全域域をを担担当当すするる「「第第 層層生生活活支支援援ココーーデディィネネーータターー」」をを、、介介護護保保険険課課内内にに 名名配配

置置、、既既存存のの地地域域資資源源をを把把握握しし、、問問題題のの発発見見・・分分析析・・地地域域課課題題をを政政策策ににつつななげげるるたためめ「「三三木木市市生生
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活活支支援援体体制制整整備備推推進進協協議議会会」」（（第第 層層協協議議体体））ななどどでで協協議議ししななががらら、、地地域域づづくくりりをを支支援援ししたた。。

任任意意事事業業

アア 家家族族介介護護教教室室

高高齢齢者者をを介介護護ししてていいるる者者にに対対しし、、介介護護方方法法やや介介護護予予防防、、介介護護者者のの健健康康づづくくりり等等ににつついいててのの知知

識識、、技技術術習習得得ののたためめのの教教室室をを、、三三木木市市社社会会福福祉祉協協議議会会へへのの委委託託にによよりり実実施施ししたた。。

・・実実 施施 回回 数数 回回

・・参参 加加 延延 人人 数数 人人

イイ 住住宅宅改改修修理理由由書書のの作作成成等等にに対対すするる助助成成

住住宅宅改改修修費費のの給給付付適適正正化化ののたためめ、、居居宅宅介介護護支支援援事事業業所所のの介介護護支支援援専専門門員員等等がが、、支支給給申申請請にに係係

るる理理由由書書をを作作成成ししたた場場合合にに作作成成手手数数料料をを交交付付ししたた。。

・・理理由由書書作作成成件件数数 件件

ウウ 配配食食ササーービビスス

調調理理がが困困難難ななひひととりり暮暮ららししのの高高齢齢者者又又はは高高齢齢者者ののみみのの世世帯帯にに対対しし、、定定期期的的なな配配食食ササーービビススとと

安安否否確確認認をを委委託託にによよりり行行っったた。。

・・利利 用用 実実 人人 数数 人人

・・年年 間間 延延 利利 用用 数数 食食

エエ 介介護護用用品品支支給給事事業業

介介護護者者又又はは在在宅宅高高齢齢者者のの精精神神的的、、経経済済的的負負担担のの軽軽減減をを図図るるたためめにに、、紙紙おおむむつつやや尿尿ととりりパパッッドド

のの介介護護用用品品をを支支給給ししたた。。

・・利利 用用 実実 人人 数数 支支給給 人人、、 購購入入支支援援 人人

オオ 家家族族介介護護者者交交流流事事業業

高高齢齢者者をを介介護護ししてていいるる家家族族介介護護者者相相互互のの交交流流のの機機会会をを提提供供しし、、心心身身のの元元気気回回復復をを図図っったた。。

・・実実 施施 回回 数数 回回

・・参参 加加 延延 人人 数数 人人

カカ 認認知知症症高高齢齢者者等等のの見見守守りり・・ＳＳＯＯＳＳネネッットトワワーークク事事業業

認認知知症症高高齢齢者者等等のの見見守守りりとと行行方方不不明明時時のの早早期期発発見見をを目目的的にに、、協協力力機機関関にによよるる見見守守りり体体制制のの構構

築築とと、、認認知知症症高高齢齢者者等等のの家家族族へへのの支支援援をを図図っったた。。

・・登登 録録 者者 数数 人人（（ううちち新新規規登登録録者者 人人））

・・協協 力力 機機 関関 数数 事事業業所所

キキ 認認知知症症ササポポーータターー養養成成講講座座

認認知知症症をを正正ししくく理理解解しし、、認認知知症症のの人人やや家家族族をを温温かかくく見見守守るる応応援援者者ととななるる「「認認知知症症ササポポーータターー」」

のの養養成成講講座座をを開開催催ししたた。。

・・実実 施施 回回 数数 回回

・・参参 加加 人人 数数 人人

在在宅宅福福祉祉ササーービビスス

アア 訪訪問問理理容容ササーービビスス

寝寝たたききりりやや車車椅椅子子等等利利用用にによよりり外外出出がが困困難難なな高高齢齢者者にに対対ししてて、、居居宅宅でで理理容容ササーービビススをを受受けけるる

場場合合にに利利用用券券をを交交付付ししたた。。

・・利利 用用 回回 数数 限限 度度 年年間間 回回ままでで（（自自己己負負担担 円円））

・・利利 用用 実実 人人 数数 人人

・・年年 間間 利利 用用 回回 数数 回回

イイ 外外出出支支援援ササーービビスス

寝寝たたききりりやや車車椅椅子子等等のの利利用用者者にに対対しし、、医医療療機機関関やや必必要要施施設設等等へへのの外外出出をを支支援援すするるたためめ、、リリフフ

トト付付タタククシシーーのの利利用用券券（（初初乗乗りり料料金金相相当当額額））をを交交付付ししたた。。

・・利利 用用 回回 数数 限限 度度 月月 回回ままでで
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・・利利 用用 実実 人人 数数 人人

・・年年 間間 利利 用用 回回 数数 回回

ウウ 緊緊急急通通報報ササーービビスス等等

ひひととりり暮暮ららししのの高高齢齢者者等等のの安安全全確確保保ののたためめ、、緊緊急急通通報報シシスステテムム又又はは福福祉祉電電話話のの貸貸与与をを行行っったた。。

貸貸 与与 品品 年年度度末末設設置置件件数数

緊緊急急通通報報シシスステテムム 件件

福福 祉祉 電電 話話 件件

成成年年後後見見支支援援セセンンタターー

認認知知症症やや知知的的障障ががいい、、精精神神障障ががいいななどどにによよっってて判判断断能能力力がが不不十十分分ににななりり、、自自分分自自身身でではは契契約約やや

財財産産管管理理がが難難ししいい者者がが、、住住みみ慣慣れれたた地地域域でで安安心心ししてて暮暮ららせせるるよよううにに、、三三木木市市成成年年後後見見支支援援セセンンタタ

ーーをを設設置置ししたた。。同同セセンンタターーでではは、、社社会会福福祉祉士士がが相相談談対対応応すするるほほかか、、司司法法書書士士、、弁弁護護士士にによよるる専専門門

相相談談をを行行っったた。。ままたた、、普普及及啓啓発発事事業業ととししてて、、成成年年後後見見制制度度のの周周知知をを図図るる活活動動をを行行っったた（（三三木木市市社社

会会福福祉祉協協議議会会委委託託））。。

アア 相相談談件件数数

一一般般相相談談 件件

専専門門相相談談 件件

合合 計計 件件

（（内内訳訳：：高高齢齢者者 件件、、知知的的障障ががいい者者 件件、、精精神神障障ががいい者者 件件、、そそのの他他 件件））

イイ 相相談談内内容容 （（単単位位：：件件））

権権利利

侵侵害害

金金銭銭

管管理理等等

財財産産

管管理理

申申立立てて

手手続続きき

医医療療

事事項項

後後見見人人

候候補補者者

今今後後のの

生生活活設設計計

事事業業にに

つついいてて

制制度度にに

つついいてて
そそのの他他 合合計計

ウウ 普普及及啓啓発発事事業業

内内容容 開開催催回回数数 参参加加者者

映映像像でで学学ぶぶははじじめめててのの成成年年後後見見制制度度 回回 人人

成成年年後後見見制制度度をを知知るる市市民民講講座座 回回 人人

成成年年後後見見制制度度をを知知るる支支援援関関係係者者向向けけ講講座座 回回 人人

出出前前説説明明会会 回回 人人

成成年年後後見見関関係係者者交交流流会会（（関関係係機機関関ととのの連連携携）） 回回 人人

成成年年後後見見・・権権利利擁擁護護セセミミナナーー 回回 人人

広広報報誌誌、、ホホーームムペペーージジ掲掲載載 随随時時 －－

高高齢齢者者フファァミミリリーーササポポーートトセセンンタターー

高高齢齢者者がが住住みみ慣慣れれたた地地域域でで安安全全安安心心なな生生活活をを送送るるここととががででききるるよよううにに、、「「生生活活のの援援助助をを必必要要とと

すするる高高齢齢者者」」とと「「ででききるる範範囲囲でで手手助助けけししたたいい者者」」ががおお互互いいにに会会員員登登録録すするる「「高高齢齢者者フファァミミリリーーササ

ポポーートトセセンンタターー」」事事業業をを実実施施ししたた（（三三木木市市社社会会福福祉祉協協議議会会委委託託））。。

アア 会会員員登登録録者者数数（（令令和和 年年 月月現現在在））

協協力力会会員員登登録録者者数数 人人

依依頼頼会会員員登登録録者者数数 人人

両両方方会会員員登登録録者者数数 人人

イイ 活活動動実実績績

活活 動動 回回 数数 回回

活活 動動 時時 間間 時時間間

活活 動動 内内 容容 （（単単位位：：回回））

食食事事のの

準準備備

買買いい物物 掃掃除除 洗洗濯濯 外外出出時時

のの付付添添

話話しし相相手手 庭庭のの

手手入入れれ

そそのの他他
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４４ 地地域域包包括括支支援援セセンンタターー

介介護護予予防防ケケアアママネネジジメメンントト業業務務

要要支支援援 ・・要要支支援援 及及びび事事業業対対象象者者にに対対しし、、心心身身のの状状態態やや取取りり巻巻くく生生活活環環境境等等をを把把握握ししななががらら、、

予予防防給給付付ののみみののササーービビスス調調整整やや、、予予防防給給付付とと介介護護予予防防・・日日常常生生活活支支援援総総合合事事業業（（総総合合事事業業））をを組組

みみ合合わわせせてて調調整整すするる「「介介護護予予防防支支援援」」、、総総合合事事業業ににおおけけるる介介護護予予防防ケケアアママネネジジメメンントトのの「「第第 号号介介

護護予予防防支支援援事事業業」」をを実実施施ししたた。。

ケケアアププラランン作作成成件件数数

介介護護予予防防支支援援 第第 号号介介護護予予防防支支援援事事業業

年年間間合合計計 月月平平均均 年年間間合合計計 月月平平均均

地地域域包包括括支支援援セセンンタターー
件件

新新規規 件件

件件

新新規規 件件

件件

（（新新規規 件件

件件

新新規規 件件

事事業業者者委委託託（（ かか所所））
件件

新新規規 件件

件件

新新規規 件件

件件

（（新新規規 件件

件件

新新規規 件件

合合 計計
件件

新新規規 件件

件件

新新規規 件件

件件

（（新新規規 件件

件件

新新規規 件件

総総合合相相談談支支援援業業務務

アア 総総合合相相談談支支援援

相相談談内内容容にに応応じじてて、、関関係係機機関関とと連連携携ししななががらら必必要要なな情情報報収収集集をを行行いい、、介介護護保保険険ササーービビススををはは

じじめめととししたた制制度度のの利利用用やや関関係係機機関関・・地地域域資資源源ににつつななぐぐななどど、、総総合合的的なな支支援援をを行行っったた。。

（（単単位位：：件件））

支支援援内内容容 地地域域包包括括支支援援セセンンタターー ブブラランンチチ かか所所

介介護護保保険険・・総総合合事事業業にに関関すするるこことと

保保健健・・福福祉祉ササーービビススにに関関すするるこことと

認認知知症症にに関関すするるこことと

高高齢齢者者虐虐待待にに関関すするるこことと

権権利利擁擁護護にに関関すするるこことと

医医療療（（入入退退院院等等））にに関関すするるこことと

そそのの他他（（※※））

合合 計計

（（※※））そそのの他他のの内内容容：：安安否否確確認認、、生生活活困困窮窮、、独独居居・・将将来来のの不不安安、、近近隣隣トトララブブルル、、介介護護負負担担、、介介護護

方方法法、、家家族族支支援援にに関関すするるこことと、、福福祉祉用用具具自自費費レレンンタタルル等等

イイ 普普及及啓啓発発

地地域域住住民民のの会会合合ややふふれれああいいササロロンン等等のの地地域域活活動動のの場場ににおおいいてて、、出出前前講講座座をを実実施施しし、、相相談談窓窓口口

のの周周知知をを図図りり、、必必要要ととすするる情情報報提提供供をを行行っったた。。

（（出出前前講講座座のの依依頼頼先先））

高高齢齢者者生生ききががいいセセミミナナーー、、ままちちづづくくりり出出前前トトーークク、、民民協協定定例例会会、、福福祉祉委委員員研研修修会会、、ふふれれああいい

ササロロンン、、みみっっききぃぃ☆☆いいききいいきき体体操操ササポポーータターー研研修修会会、、関関西西国国際際大大学学（（地地域域・・在在宅宅看看護護論論））等等

権権利利擁擁護護業業務務

高高齢齢者者のの権権利利やや財財産産をを守守るるたためめ、、成成年年後後見見制制度度のの利利用用等等のの支支援援ののほほかか、、高高齢齢者者虐虐待待のの予予防防及及びび

早早期期発発見見にに努努めめたた。。虐虐待待事事例例がが発発見見さされれたた場場合合ににはは、、必必要要なな対対応応やや支支援援方方針針をを検検討討しし、、関関係係機機関関

とと連連携携ししななががらら、、高高齢齢者者本本人人やや家家族族にに対対すするる適適切切なな支支援援・・継継続続的的なな見見守守りりをを行行っったた。。

高高齢齢者者虐虐待待のの内内訳訳（（重重複複あありり）） （（単単位位：：件件））

身身体体的的虐虐待待 心心理理的的虐虐待待
放放任任・・放放置置

（（ネネググレレククトト））
性性的的虐虐待待 経経済済的的虐虐待待
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包包括括的的･･継継続続的的ケケアアママネネジジメメンントト支支援援業業務務

包包括括的的・・継継続続的的ななケケアア体体制制をを推推進進すするるたためめ、、介介護護支支援援専専門門員員にに対対ししてて日日常常的的なな個個別別相相談談やや支支援援

困困難難事事例例等等へへのの指指導導・・助助言言をを行行っったた。。ままたた、、地地域域のの多多様様なな関関係係機機関関ととのの連連携携をを図図っったた。。

アア 地地域域ケケアア会会議議

多多職職種種協協働働にによよるる個個別別事事例例のの検検討討にによよりり、、個個別別課課題題のの解解決決やや介介護護支支援援専専門門員員ののケケアアママネネジジメメ

ンントト力力のの向向上上、、関関係係者者間間ののネネッットトワワーークク構構築築、、地地域域課課題題のの把把握握をを目目的的ととししたた「「地地域域ケケアア個個別別会会

議議」」をを開開催催しし、、軽軽度度者者（（要要支支援援 ・・要要支支援援 及及びび事事業業対対象象者者））やや困困難難・・認認知知症症ののケケーーススににつついい

てて、、支支援援内内容容やや方方針針をを検検討討ししたた。。  
ままたた、、地地域域住住民民とと専専門門職職がが集集ままりり、、課課題題解解決決にに向向けけてて話話しし合合うう「「ごご近近所所会会議議」」をを開開催催ししたた。。  

軽軽度度者者会会議議 困困難難・・認認知知症症会会議議 ごご近近所所会会議議

南南部部圏圏域域 件件

西西部部圏圏域域 件件 件件

東東部部圏圏域域 件件 件件

イイ ケケアアミミーーテティィンンググ

要要支支援援 ・・要要支支援援 及及びび事事業業対対象象者者がが訪訪問問型型ササーービビススをを利利用用すするる時時にに、、身身体体的的なな理理由由ななどどにに

よよりり本本人人のの自自立立ししたた生生活活にに向向けけたた個個別別対対応応をを検検討討すするる場場合合にに、、ケケアアミミーーテティィンンググをを開開催催ししたた。。

・・現現行行相相当当でで身身体体介介護護のの利利用用 件件

・・緩緩和和型型ササーービビススでで利利用用回回数数のの増増加加 件件

ウウ 支支援援ケケアアママネネ連連絡絡会会

市市内内のの介介護護支支援援専専門門員員のの連連携携体体制制のの強強化化とと情情報報提提供供やや研研修修をを目目的的ととししたた連連絡絡会会をを企企画画・・開開催催

しし、、制制度度のの理理解解やや専専門門性性のの向向上上をを図図っったた。。

・・連連絡絡会会 回回 人人

・・研研修修会会 回回 人人

エエ 地地区区別別支支援援ケケアアママネネ連連絡絡会会

地地域域包包括括支支援援セセンンタターー及及びび居居宅宅介介護護支支援援事事業業所所のの介介護護支支援援専専門門員員がが生生活活圏圏域域ごごととにに集集ままりり、、

情情報報交交換換やや研研修修をを行行いい、、情情報報をを共共有有ししたた。。

・・南南部部地地区区（（緑緑がが丘丘、、青青山山、、自自由由がが丘丘、、志志染染）） 回回 人人

・・西西部部地地区区（（三三木木、、三三木木南南、、別別所所）） 回回 人人

・・東東部部地地区区（（吉吉川川、、口口吉吉川川、、細細川川）） 回回 人人

オオ 主主任任介介護護支支援援専専門門員員連連絡絡会会

主主任任介介護護支支援援専専門門員員同同士士のの連連携携やや介介護護支支援援専専門門員員にに対対すするる支支援援、、主主任任介介護護支支援援専専門門員員のの専専門門

性性のの向向上上をを図図るるたためめ、、連連絡絡会会やや研研修修会会をを開開催催ししたた。。

・・連連絡絡会会 回回 人人

・・研研修修会会 回回 人人

カカ 地地域域密密着着型型ササーービビスス事事業業所所運運営営推推進進会会議議へへのの参参加加

地地域域密密着着型型ササーービビスス事事業業所所運運営営推推進進会会議議ににおおいいてて、、各各事事業業所所のの取取りり組組みみやや認認知知症症ケケアアににつついい

ててのの情情報報共共有有、、地地域域包包括括ケケアアのの推推進進にに関関すするる情情報報交交換換をを行行ううななどど、、地地域域のの関関係係者者等等ととのの連連携携強強

化化にに努努めめたた。。

認認知知症症施施策策のの推推進進

アア 認認知知症症のの早早期期発発見見

認認知知症症のの疑疑いいののああるる者者のの早早期期受受診診ににつつななげげるるここととをを目目的的ととししてて、、 歳歳以以上上のの町町ぐぐるるみみ健健診診
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申申込込者者をを対対象象にに、、認認知知症症予予防防健健診診受受診診票票をを送送付付ししたた。。認認知知症症予予防防健健診診のの結結果果、、認認知知症症のの疑疑いい

ののああるる者者にに、、医医療療機機関関へへのの受受診診勧勧奨奨をを行行っったた。。

実実施施人人数数

健健診診結結果果

異異常常ななしし 経経過過観観察察 判判定定不不能能
疑疑いいあありり

（（受受診診勧勧奨奨））

人人 人人 人人 人人 人人

イイ タタッッチチパパネネルルをを活活用用ししたた「「頭頭のの健健康康チチェェッックク」」  
簡簡易易「「もものの忘忘れれテテスストト（（物物忘忘れれ相相談談ププロロググララムム））」」にによよるる記記憶憶力力チチェェッッククやや生生活活状状況況をを把把握握しし、、

認認知知症症のの早早期期発発見見及及びび相相談談対対応応をを行行っったた。。ままたた、、必必要要にに応応じじてて医医療療機機関関へへのの受受診診勧勧奨奨をを行行っったた。。

相相談談形形式式 場場 所所 相相談談者者数数

個個別別相相談談

市市役役所所 人人

西西部部ササブブセセンンタターー 人人

吉吉川川ササブブセセンンタターー 人人

出出前前相相談談 ふふれれああいいササロロンン・・家家庭庭訪訪問問 人人

  
ウウ 認認知知症症予予防防にに取取りり組組むむググルルーーププ（（みみっっききぃぃ☆☆頭頭すすっっききりりククララブブ））へへのの活活動動支支援援  

ググルルーーププ名名 発発足足時時期期 活活動動場場所所 回回数数 参参加加延延人人数数

わわかかばば会会

ハハーートトフフルルププララザザ

みみきき

回回 人人

すすみみれれ会会 回回 人人

すすいいよようう会会 ）） 回回 人人

れれいいわわ会会 回回 人人

弥弥生生会会 ）） 回回 人人  
ほほほほええみみ会会（（ ）） 吉吉川川健健康康福福祉祉セセンン

タターー

回回 人人  
葉葉月月会会 回回 人人  

エエ 認認知知症症カカフフェェのの活活動動支支援援

住住民民主主体体でで開開催催すするる「「認認知知症症カカフフェェ」」にに専専門門職職がが関関わわるるここととでで、、認認知知症症のの人人やや家家族族がが地地域域のの

中中でで安安心心ししてて暮暮ららせせるるよようう情情報報提提供供をを行行っったた。。ままたた、、認認知知症症カカフフェェ運運営営補補助助金金をを交交付付しし、、住住民民

主主体体ののボボラランンテティィアア活活動動をを支支援援ししたた（（交交付付件件数数 件件））。。

オオ 認認知知症症初初期期集集中中支支援援チチーームム

認認知知症症がが疑疑わわれれるる者者やや認認知知症症のの者者及及びびそそのの家家族族をを訪訪問問しし、、初初期期のの支支援援をを包包括括的的・・集集中中的的にに専専門門職職

がが連連携携しし、、早早期期診診断断・・早早期期対対応応ににつつななげげらられれるるよようう、、相相談談支支援援をを行行っったた。。

チチ ーー ムム 員員 構構 成成

地地域域包包括括支支援援セセンンタターー：：保保健健師師、、社社会会福福祉祉士士、、主主任任介介護護支支援援専専門門員員

大大村村病病院院：：専専門門医医、、認認知知症症ササポポーートト医医、、精精神神保保健健福福祉祉士士、、作作業業療療法法士士

三三木木市市医医師師会会：：認認知知症症ササポポーートト医医

対対 応応 件件 数数 新新規規 件件、、前前年年度度かかららのの継継続続 件件

チチーームム員員活活動動回回数数 家家庭庭訪訪問問、、家家族族面面談談、、医医療療機機関関へへのの受受診診同同行行等等 回回

検検 討討 委委 員員 会会 認認知知症症初初期期集集中中支支援援チチーームムのの評評価価及及びび検検討討 回回

カカ 認認知知症症ケケアアパパスス改改訂訂版版のの作作成成

認認知知症症予予防防かからら認認知知症症のの容容態態にに応応じじ、、いいつつ、、どどここでで、、どどののよよううなな医医療療・・介介護護ササーービビススをを受受けけ

れればばよよいいかかににつついいてて、、ああららかかじじめめ標標準準的的にに示示ししたた平平成成 年年度度作作成成版版「「認認知知症症ケケアアパパスス」」のの情情報報

をを更更新新しし、、認認知知症症のの者者ややそそのの家家族族のの思思いいをを掲掲載載ししたた「「認認知知症症ああんんししんんガガイイドドブブッックク」」 認認知知症症ケケ

アアパパスス改改訂訂版版））をを 部部作作成成ししたた。。

キキ 世世界界アアルルツツハハイイママーー月月間間のの取取組組

月月のの世世界界アアルルツツハハイイママーー月月間間及及びび 月月 日日のの世世界界アアルルツツハハイイママーーデデーーにに際際しし、、認認知知症症へへのの

理理解解をを深深めめるるたためめのの啓啓発発をを行行っったた。。

・・広広報報、、ホホーームムペペーージジ、、神神鉄鉄三三木木駅駅デデジジタタルルササイイネネーージジにに掲掲載載
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・・市市役役所所ででのの庁庁内内放放送送

・・市市役役所所正正面面玄玄関関前前のの懸懸垂垂幕幕掲掲揚揚

・・市市役役所所前前オオブブジジェェをを日日没没かからら 時時ままでで、、認認知知症症支支援援ののオオレレンンジジ色色ににラライイトトアアッッププ

在在宅宅医医療療・・介介護護連連携携のの推推進進

医医療療とと介介護護のの両両方方ののササーービビススがが必必要要なな高高齢齢者者のの増増加加にに対対応応すするるたためめ、、在在宅宅医医療療・・介介護護連連携携支支援援

セセンンタターーとと連連携携しし、、医医療療とと介介護護のの多多職職種種がが連連携携すするるネネッットトワワーーククのの構構築築やや課課題題解解決決にに向向けけてて、、会会

議議やや研研修修会会をを開開催催ししたた。。

・・三三木木市市在在宅宅医医療療・・介介護護連連携携推推進進会会議議 回回

・・三三木木市市在在宅宅医医療療・・介介護護連連携携推推進進会会議議ににおおけけるる幹幹事事会会 回回

・・在在宅宅医医療療・・介介護護連連携携ののたためめののワワーーキキンンググ部部会会 回回

・・多多職職種種連連携携研研修修会会 回回（（参参加加者者 名名））
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